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前号 (物性研究 63-4)掲載の西村氏の論文は､本誌の内容を向上させる上で議論

する必要があると考えるので､簡単にコメントしたい｡

問題点としては､検討が不十分で､近似の正当性が不明で結論の信頼性が評価で

きないことである｡議論をわかり易くするために結論である(24)式を考える｡

ト芸(D.2-1)1I(0)-0 (1)

著者はこの式が成立するとシングレットの粒子対形成の不安定性が起こると主張

されている.(1)式が成立するためには､UD｡/N>1が満たされる必要がある.し
かし､氏も主張されているようにUD｡/N-1で強磁性のハートレ一 .フォツクの
不安定性が生じる｡それ故､(1)が成立するよりも小さいUD｡/Nの借で起こる強
磁性の不安定性の有無がまず議論されるべきである｡もし､強磁性が実現している

とすると西村氏の論文の前提が崩れてしまう｡ さらに､(25)式で超伝導の結合定数

A(Tc∝exp(-1/A))が次式で与えられている.

入-芸D.(宗 DB-1) (2)

この式はUpo/〃>1の時のみ引力となるので､強磁性の不安定点を越えて用い
て始めて意味があるとしたがって､これも強磁性の問題が解決されなければ意味の

ないことである｡

このように､論文の副題の解答としてはこの論文は検討不十分であり､著者が十

分検討された後､投稿されることが読者の立場としては望ましいと考える｡
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